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Fukuoka East Coast
Fukuoka West Coast
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※波線の箇所については、現プランからの変更箇所

○道路整備の基本的な考え方・主要施策

道路整備アクションプラン２０２４
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１．道路整備アクションプラン２０２４（R３～R６）の状況

※１　バリアフリー化された延長÷生活関連経路全延長39.2km（直轄道路、臨港道路等除く）

※２　通学路を含む小学校から半径250ｍの道路（幅員5.5m以上）のうち、歩車分離された延長÷全延長349.6km

※３　天神と博多を結ぶ７つの橋の断面歩行者量の合計

（7:00～20:00、西大橋・福博であい橋・中洲懸橋・春吉橋・灘の川橋・住吉橋・柳橋）

※４　新型コロナウイルス感染症の影響により、R2年度は計測していないため、R1年度の数値を据え置き

※５　LED照明灯数÷市管理の照明灯数

※６　LED防犯灯数÷地域の防犯灯数

※７　道路サポーター制度の登録団体数

２．都市計画道路の整備状況

３．令和３年度の主な整備完了予定箇所

令和２年度末
見込

令和３年度
事業量

令和３年度末
予定

令和６年度末
目標

％ ９１.６ ２.１ ９３.７ ９９

整備のべ延長 ｋｍ ３５.９ ０.８ ３６.７ ３９.０

％ ７３.９ ２.２ ７６.１ ８２

整備延長 ｋｍ ２５８.４ ７.６ ２６６.０ ２８８.８

ｋｍ １２２.７ ９.８ １３２.５ １６０

％ ８４.７ ０.２ ８４.９ ８６.１

人 ４１,３１０ － ー ４６,０００

ｋｍ １５０.３ ５.９ １５６.２ １６８

橋 １７６ １４ １９０ ２３４

％ ８６ ２ ８８ ９５

LED照明灯数 基 ３２,８４５ ４８０ ３３,３２５ ３６,１５１

％ ８９ ５ ９４ １００

LED防犯灯数 基 ３９,１２５ ２,７００ ４１,８２５ ４４,１９３

団体 １１ ４ １５ ２５

橋梁の長寿命化修繕計画に基づく
橋梁修繕数

道路照明灯のLED化率※５

無電柱化計画に基づく無電柱化整
備延長

都市計画道路の整備率

成果指標

都心部を回遊する歩行者量※３

市民等との共働による道路の保全
活動団体数※７

生活関連経路のバリアフリー化さ
れた割合※１

小学校周辺の歩車分離率※２

自転車通行空間の整備延長

地域が設置する防犯灯のLED化率
※６

※４

前年比

ｋｍ ５０５.８ ５０５.８ －

ｋｍ ４２８.６ ４２９.２ ０.６

％ ８４.７ ８４.９ ０.２整　備　率

計画道路延長

整備済延長

令和３年度末　予定令和２年度末
見込

項　　目

香椎花園線（香住ヶ丘） L= １４０ｍ

周船寺有田線（橋本２） L= １９０ｍ

大原周船寺停車場線（周船寺駅交差点） L= １０２ｍ

大原周船寺停車場線（周船寺駅前） L= ４６ｍ
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

４．令和３年度　事業費及び事業内容

事業費・進捗率

事業内容

事　業　費

令和３年度

工事･補償
・高架橋工事
・跨線橋撤去工事（令和３年２月 線路直上部の撤去に着手）
・筑紫通り工事　等

令和３年度末

685

－

内　容

令和２年度末

進捗率(％)

項　目

32,022

92.8%

32,707

94.8%

新駅に関する都市計画変更（平成26年４月３日）

平成２３年度 工事着手（平成24年1月）

（単位：百万円）

平成２６年度

令和　４年度 高架切替及び筑紫通り供用（予定）

平成２７年度 新駅に関する都市計画事業認可変更（平成27年７月３日）

平成２８年度 仮線路へ切替（平成29年3月11日）

平成２９年度 雑餉隈駅 仮平面駅 利用開始（平成３０年1月27日）

平成３０年度 筑紫通り（麦野跨線橋）仮設道路切替（平成31年2月10日）

西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（雑餉隈駅付近）

施行方法 仮線方式及び直上方式

L=1,864m

　踏切での交通渋滞や事故の解消を図り、鉄道により分断された市街地を一体化するなど、沿線
地域の良好な住環境を形成するため鉄道の高架化を行うもの。また、併せて側道整備を行い、沿
線の交通の利便性や安全性を高めるとともに、駅へのアクセス性を高め、公共交通の利用促進を
図るもの。

博多区南八幡町二丁目　～　博多区西春町二丁目

延　　長

区　　間

除却踏切数

事
業
内
容

７箇所（うちボトルネック踏切５箇所） 立体交差道路 １１箇所

平成２２年度 ～ 令和５年度 ※県事業区間(春日原～下大利)遅延のため、延伸予定事業年度

全体事業費

平成１９年度 都市計画決定（平成20年3月24日）

平成２２年度 都市計画事業認可（平成22年7月23日）基本協定締結（平成22年11月2日）

約４１５億円（福岡市負担約３４５億円、西鉄負担約７０億円）

年　　度 内 容
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５．平面図等

●踏切事故件数（事業区間内７箇所）
◇事業認可時（平成12～21年度） 11件（うち死亡事故 6件）

●施工方法図

●関連事業（福岡県施行連続立体交差事業）

●平面図

仮線部 直上部

至 天神駅

全体延長 約5.16km
（令和4年度 同時高架切替予定）

至 西鉄二日市駅

仮設道路

仮　線　部

凡 例

直　上　部

側　　　道

踏切（除却７箇所）
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

４．令和３年度　事業費及び事業内容

事業費 （単位：百万円）

事業内容

680

119
51

1.3%

内　容項　目

市貸付金（17.5％）

市出資金（7.5％）

事業主体

概算建設費

測量・地質調査及び設計測量・設計

内 容

都市計画決定に向けた検討に着手
市道路線認定（平成２８年１月１４日）

福岡北九州高速道路公社　基本計画変更認可（平成２８年３月２８日）

都市計画決定（令和２年６月２９日）

自動車専用道路指定（令和２年７月３１日）

福岡北九州高速道路公社　整備計画変更許可
都市計画事業認可

工事完成（予定）

年　　度

設計速度

計画概要

高架構造
トンネル構造

主たる構造約１．８ｋｍ
（連結路約0.4ｋｍを含む）

令和３年度

令和３年度～令和１２年度（予定）事業年度

福岡北九州高速道路公社（有料道路事業）

約４７０億円（公社経費約６２億円は含まない）

福岡高速３号線延伸事業

　福岡空港の滑走路増設等の機能強化を見据え、福岡市の南部地域や太宰府方面から空
港へのアクセス強化による利便性の向上を図り、空港周辺道路の混雑緩和にも資するも
の。

道路の区分４車線車線数

豊ジャンクション
(仮称)空港北口ランプ

JCT／出入口６０km／h

事
業
内
容

福岡高速３号線路　線　名

規模(延長)

第２種第２級

有料道路事業
（公社経費を含む）

進捗率

令和１２年度

平成２７年度

令和２年度

令和３年度
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５．概要図及びイメージ図
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１．福岡市自転車活用推進計画の基本方針と施策

自転車活用の推進

※赤字は、新たに取り組む施策
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２．福岡市自転車活用推進計画（R3～R6）の状況

は
し
る

※局予算関連分を抜粋

３．令和３年度　事業費及び事業内容

事業費 （単位：百万円）

「はしる」   259

「まもる」   220

※当初予算ベース
※「まもる」、「いかす」については別途他局予算あり

事業内容

○はしる　～自転車通行環境の創出～

○とめる　～駐輪環境の整備～

○（仮称）七隈線中間駅駐輪場 　駐輪台数：約300台
　供用時期：令和４年度（予定）

○まもる　～自転車利用の適正化～

122.7

令和２年度末
見込

62

現状維持

4,833

360

132.5

令和３年度末
予定

9.8

令和３年度
事業量

61.3
（令和元年度）

1.6

4,933

-

-

-

▲100

360駐輪場整備台数

路上駐輪場
設置台数

自転車放置率

保管自転車の
返還率

km

台

台

%

%

1,028

213

令和３年度

「とめる」1,545

1,241

384

206

1,134

220

合　　計 2,024

放置自転車対策関連 1,354

令和2年度区　　分

自転車通行空間整備関連

駐輪場整備関連

計 1,545

（単位：百万円）

事　業 令和3年度 事業内容

自転車通行空間
の整備

259

（単位：百万円）

事　業 令和3年度 事業内容

駐輪場の整備 411

　まちづくりの進展の機会を捉え、市営駐輪場の整備を行う。

（単位：百万円）

事　業 令和3年度 事業内容

駐輪場の管理運営 1,134 ○指定管理料等：1,016 ○施設修繕等：60　 など

放置自転車対策 109 ○撤去：49 ○保管所運営：60

モラルマナー啓発 107 ○街頭指導：92　など

その他 4 ○路面シート：3　など

計 220

現状維持

と
め
る

ま
も
る

成果指標

1,000

令和６年度末
目標

自転車通行空間
整備延長

160

4,500

　自転車を安全かつ円滑に通行させ、また自動車と歩行者の安全を確保
するため、自転車通行空間の整備を行う。

〇国道385号、市道清水干隈線（福大通り）等

65

411

259

1,831
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１．目的

２．事業概要

３．令和３年度事業費

４．事業内容

・福岡市通学路交通安全対策プログラムに基づいた通学路の
交通安全対策

・小学校周辺の歩車分離
・未就学児等の交通安全緊急対策
・交差点の交通安全対策
・オープンデータ等を活用した交通安全対策　等

未就学児等の
交通安全緊急対策

〈事業概要〉
　未就学児等の交通安全緊急対策については、危険箇所の抽出
結果を踏まえ、道路管理者が実施する要対策箇所227箇所の
うち、令和2年度までに206箇所の対策が完了予定である。
〈R３年度事業内容〉
　防護柵・車止めの設置、路側のカラー化　等

通学路の交通安全対策

施　策

令和2年度令和3年度

2,375

〈事業概要〉
　通学路を含む小学校から半径250m以内の道路において、誰
もが安心して歩ける歩行空間の整備を重点的に取り組む。
〈R３年度事業内容〉
　歩道整備、路側のカラー化、防護柵の設置　等

3,443

下記事業については、令和３年度に取り組む主な事業である。

施　策
事　業　費

オープンデータ等を
活用した交通安全対策

〈事業概要〉
オープンデータ等を活用することで、潜在的な事故を未然に

防ぐ「予防的対処」の事故防止対策を進める。
〈R３年度事業内容〉

オープンデータ等を活用した交通安全対策を試行的に実施

〈事業概要〉
　大津市の事故現場と類似した153箇所の交差点の抽出を行
い、令和３年度は、交差点の巻き込み部11箇所及び横断歩道
部66箇所の交通安全対策を実施し、令和5年度迄に対策を完了
させる見込み。
 令和２年度までに、
 巻き込み部 対策必要箇所116箇所のうち、101箇所完了見込
 横断歩道部 対策必要箇所153箇所のうち、  24箇所完了見込
〈R３年度事業内容〉
　防護柵・車止め・歩車境界ブロックの設置　等

〈事業概要〉
　通学路については、これまでの安全対策に加え、「福岡市通
学路交通安全対策プログラム」に基づき、引き続き重点的に取
り組む。
〈R３年度事業内容〉
　歩道整備、路側のカラー化　等

小学校周辺の歩車分離

交通安全対策

施　策 内　　容

交通安全対策

「福岡市通学路交通安全対策プログラム」に基づき、学校、保護者、地域、各関係機
関が連携・協力し、引き続き通学路の交通安全対策に取り組むとともに、小学校から
半径250ｍ以内の道路においても、誰もが安心して歩ける歩行空間の整備を重点的に
取り組む。また、全国的な交通事故の状況を踏まえ、引き続き交差点等の交通安全対
策を実施する。さらに、オープンデータ等を活用した交通安全対策の検証結果を踏ま
え、試行的に対策を実施する。

（単位：百万円）

内　　容

交差点の交通安全対策

交通安全対策
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《参考》

○整備イメージ

○交差点の交通安全対策（対策イメージ）
　「横断歩道部」及び「巻き込み部」について対策を進める。

（巻き込み部の対策）
ガードレール等の設置及び
歩⾞道境界ブロックの⽴ち上げ

（巻き込み部の対策）
ガードレール等の設置及び
歩⾞道境界ブロックの⽴ち上げ

（横断歩道部の対策）
⾞⽌めの設置

⼩学校周辺の歩⾞分離

路側のカラー化

通学路の交通安全対策

歩道整備

交差点の交通安全対策

防護柵設置

車止め設置
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

４．令和３年度　事業費及び事業内容

事業費及び進捗率

事業内容

治水対策事業（主要な河川整備）

（単位：百万円）

362

項　目

　雨水排水の根幹である河川の改修を推進することで、大雨による河川の氾濫を防止
し、浸水被害の軽減を図る。

内　容

二級河川
(都市基盤河川)

準用河川

全体事業延長

河 川 名

全体事業費

河 川 名

全体事業延長

全体事業費

　周船寺川、水崎川、金屑川

　16,805m

　約519億円

　若久川、香椎川、浜男川

　2,740m

　約53億円

事　業　費

31.4%60 860

75.2%

改修延長(m)

12,631

800

43,807

令和３年度末
（予定）

二級河川
(都市基盤河川)

準用河川

改修率(%)

令和２年度末
改修延長(m)

（見込）

令和３年度
改修延長(m)

（予定）

令和３年度末
（予定）項　目

12,521110

二級河川
(都市基盤河川)

準用河川

項　目
令和３年度
（予定）

進捗率(％)

事　業　費

進捗率(％)

－

33

－

43,445

84.4%

1,517

28.6%

令和２年度末
（見込）

83.7%

1,484

27.9%

二級河川
(都市基盤河川)

準用河川

・周船寺川　護岸工40ｍ、橋梁1橋、借地 等
・水崎川　　護岸工120ｍ、橋梁1橋、借地 等
・金屑川　　護岸工60ｍ

・若久川
・香椎川
・浜男川

測量
支障物件移設
低水路工60ｍ
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5．位置図

6．各河川ごとの進捗状況

若久川

金屑川

水崎川

周船寺川

合計

合計

浜男川

香椎川

H19～R5

H10～R3

2,740      

860         

720         

5,313      

1,852      

51,929    

860                

860                

31.4%

100.0%

16,805    

8,415      

事業期間 全体事業延長
(m)

令和３年度末 進捗状況（予定）

6,506             

2,315             

326                

96.2%

69.1%

進捗率(%)改修延長(m)

H13～R10

1,160      

0

0

S46～R19

1,167             

1,517             

項　目

23,082           

43,807           

24                  

事業費(百万円)

10,762           

9,963             

26,000    

H26～R7

準用河川

1,200      

2,261      

12,631           

二級河川
(都市基盤河川)

4,580      15,569    

3,810             10,360    

全体事業費
（百万円）

100.0%

50.5%

治水対策事業河川

0.0%

0.0%

75.2%

77.3%

H31～R9

改修率（対延長） 進捗率（対事業費）

改修率(%)

3,810      

28.6%

97.3%

14.4%

1.3%

84.4%

88.8%

二級河川（都市基盤河川）

準用河川
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下水道経営計画2024

１．「下水道経営計画2024」の位置付け

ウ 健 全 な 水 環 境 の 創 出

（ア）合流式下水道の改善

（イ）新たな開発区域における下水道整備の実施

（ア）浸水対策の推進

（イ）地震対策の推進

（ウ）下水道BCPの充実・強化（地震、水害、感染症流行に備えた対応検討）

（エ）支援・受援体制等の充実・強化、訓練の継続実施

イ 災 害 に 強 い 下 水 道

（ア）都心部の下水道システムの再構築に着手

（イ）管渠の改築更新（アセットマネジメント）の強化・推進

（ウ）下水道事業会計に係るシステムの刷新

（エ）IoT・AIを活用した新技術の導入によるコスト削減の検討

（オ）下水による感染症流行検知の研究

（カ）人材育成の推進

ア 持 続 的 発 展 可 能 な 下 水 道 シ ス テ ム の 構 築

２．「下水道経営計画2024」の事業方針

オ 身 近 な 下 水 道

（ア）リニューアルした下水道PR施設の活用

（イ）施設見学会・イベントなどの開催、ＳＮＳなど多様な媒体による広報活動

（ア）官民連携による下水道技術の研究・開発

（イ）国際貢献・官民連携によるビジネス展開の推進

エ 脱 炭 素 ・ 循 環 型 社 会 へ の 貢 献

（ア）下水汚泥固形燃料化施設の安定運用

（イ）再生可能エネルギーの有効活用（固形燃料、下水熱、水素、発電）

（ウ）再生水利用の推進

カ 地 域 活 性 化 へ の 貢 献
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３．現行整備計画と新整備計画の事業費比較

下水道使用料収入については、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響から、減

収となる見込みであり、新経営計画の４年間においても、この状況は続くものと想定してい

る。

公共下水道整備費については、現行整備計画の実績と同規模程度の約1,060億円を確保す

る予定である。

単年度損益については、現行経営計画と比べ減少することが見込まれるが、一定の利益は

確保できる見通しであり、企業債残高についても、企業債の発行抑制に努めることで、縮減

を進めることができる見通しである。

これらのことにより、新経営計画の４年間においても、現行の使用料体系のもとで経営を

健全に維持できる見込みである。

４．「下水道財政収支計画2024」の概要
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○ 整備方針

○ 主な整備目標等

（※1）ポンプ場の改築更新の予定１４箇所のうち、令和３年度に新たに着手する施設は３箇所

５．「下水道整備計画2024」の概要

　下水道サービスを次の世代にも安定的・継続的に提供するため、老朽化施設の「改築
更新（アセットマネジメント）」を最重点で進める。
　また、災害に強い下水道の観点から、大規模な都市型水害への対応など、さらなる強
靭化を図るため、「浸水対策」や「地震対策」を積極的に進める。

施　　策 指　標　名 単位
令和3年度

事業量(予定)
令和3年度末
累計(予定)

４年間の
整備目標

(令和3年度～
6年度)

改築更新
(アセット

マネジ
メント)

管　　渠 ｋｍ 35 35 140

ポンプ場 箇所
3(※１)

3 13
  (14)

浸水対策

雨水整備Ｄｏプラン2026
（重点地区：完了地区）

地区 4 4 19

雨水整備
レインボープラン天神

－
第２期事業

実施
第２期事業

実施
第２期事業

実施

地震対策 管　渠 ｋｍ 6 6 26
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１．目的

２．事業概要

３．令和３年度　事業費及び事業内容

事業費及び進捗率 （単位：百万円）

事業内容

令和３年度
（予定）

16,110

8,051 8,051

令和3年度末累計
（予定）

事業費

1,694
管　　渠

1,694

事 業 費 16,110

ポンプ場

水処理センター
　西戸崎（電気） 、和白（電気） 、東部（機械）、
　中部（機械）、西部（機械）

項　目 主　な　施　設　ま　た　は　箇　所

下水道施設のアセットマネジメント（改築更新）

　下水道の役割を適切に果たし、市民の暮らしを支え続けるため、老朽化が進行する下水道施
設の改築更新を計画的に進める。

　下水道施設のライフサイクルコストの最小化の観点から、適切な長寿命化を
図るとともに、計画的な改築更新を進める。特に、施設の整備時期が早く、老
朽化の進んだ都心部について重点的な改築更新に取り組む。

約650億円（下水道経営計画2024　令和３年度～６年度）

基本方針

管　　渠 　35km：天神幹線、多の津、博多駅東、大名、長住、荒江、百道

ポンプ場 　城浜（電気） 、坂本町（建築） 、鳥飼（電気）

6,365 6,365

進捗率(％) － 24.8%

水処理センター
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

4．令和3年度　事業費及び事業内容

事業費及び進捗率 （単位：百万円）

事業内容

管　　渠
　七隈第６雨水幹線　　（城南区：友丘地区）
　周船寺第１雨水幹線　（西　区：田尻地区）　※継続

進 捗 率 ( ％ ) －

項　目 主　な　施　設

17.7%

事 業 費 1,177

年　　度 進　捗　状　況

年度
令和3年度
（予定）

令和3年度末累計
（予定）

1,177

令和3年度
（予定）

　完了：４地区（友丘、賀茂、小戸、田尻）

雨水整備Ｄｏプラン2026（新たな重点３３地区）

対 象 地 区 　33地区

   平成１１年６月２９日の豪雨で、浸水被害が重大であった地区について、重点的に雨水対
策に取り組んできた。令和元年度からは、重点地区（※）を拡大し策定した「雨水整備Ｄｏ
プラン2026」に基づき、引き続き雨水対策を進める。

※重点地区の定義 平成元年度から３０年度までの期間に、１回の降雨で５棟以上の浸水
被害が発生した地区

整 備 水 準 　59.1㎜/hr（１０年確率）

　約66億円（下水道経営計画2024　令和３年度～６年度）事業費
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5．重点地区の箇所図

（参考）雨水整備Ｄｏプラン2026　重点地区の進捗状況

進捗率
（B）/（A）

（％）

東　区 5地区 5 1 1 20.0

博多区 12地区 12 0.0

中央区 1地区 1 0.0

南　区 7地区 7 1 1 14.3

城南区 1地区 1 1 1 100.0 工事（友丘）

早良区 3地区 3 1 1 2 66.7 工事（賀茂）

西　区 4地区 4 2 2 50.0 工事（小戸、田尻）

計 33地区 33 3 4 7 21.2

行政区
重点

地区数
（A）

完了地区数 令和３年度

Ｒ２年度末
（見込）

Ｒ３年度末
（累計）
（B）

完了地区
（予定）

着手
地区数

Ｒ３年度末
（予定）

R3完了（予定） 4地区

R2完了（見込） 3地区

凡　　　　　　例
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

４．令和3年度　事業費及び事業内容

事業費及び進捗率

事業内容

雨水整備レインボープラン天神

　段階的に整備を進めており、平成30年度までに第1期事業が完了し、令和元年度か
ら、第2期事業を実施している。

対 象 区 域 　約180ha （第２期）〔全体計画：約260ha〕

　都心部である天神周辺地区は、地下空間利用が高度に進み、都市機能が集積している
ことから、浸水による影響が極めて大きいため、雨水整備水準を引き上げて、雨水対策
を強化した「雨水整備レインボープラン天神」により、浸水に対する安全度の向上を図
る。

年　　度 進　捗　状　況

　約89億円（下水道経営計画2024　令和３年度～６年度）事 業 費

整 備 水 準 　59.1㎜/hr（10年確率） （第２期）〔全体計画：79.5㎜/hr〕

（単位：百万円）

令和３年度
（予定）

　中部９号幹線、今泉地区準幹線　※継続

年度
令和3年度
（予定）

令和3年度末累計
（予定）

事 業 費 2,526 2,526

管　　渠 　中部９号幹線、今泉地区準幹線　※継続

進 捗 率 ( ％ ) － 28.3%

項　目 主　な　施　設
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５．事業平面図

-30-



１．目的

２．事業概要

※小口径管渠は、アセットマネジメント（改築更新）にて対応

３．進捗状況

４．令和３年度　事業費及び事業内容

事業費及び進捗率

事業内容

地震対策（下水道）

　地震時における最低限の下水道機能を確保するため、施設の耐震化等を進める。

・緊急輸送路下などの重要な幹線管渠等（主に内径800mm以上）
・ポンプ場、水処理センター

対　象

　約122億円（下水道経営計画2024　令和３年度～６年度）

年度

項　目 主　な　施　設

管　　渠 　筥松香椎汚水幹線、比恵１号幹線、六本松幹線

事 業 費 2,908

水処理センター 　中部

ポンプ場 　浜の町、城西

年　度

進捗率(％) － 23.8%

2,908

事業費

令和３年度
（予定）

令和３年度末累計
（予定）

（単位：百万円）

26km

令和３年度
事業量（予定）

令和３年度末
累計（予定）

４年間の整備目標
(令和３年度～6年度)

管　　渠 6km 6km
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１．事業の進め方

※

②ポンプ場・水処理センター、吐口に直結する幹線管路
③水処理センターと防災拠点（役所、避難所等）をつなぐ流末管路　など

重要な幹線管渠等
①軌道や緊急輸送路下等の埋設管路

●水処理センター・ポンプ場
　水処理センター・ポンプ場については、耐震診断の結果を踏まえ、施設の重要
度を考慮して計画的な対策を進める。
　人命保護の観点から有人施設の建築物を最優先に対策を実施してきた。土木構
造物については、被災した場合に必要最低限の汚水処理機能を確保する観点から
段階的な対策を実施する。

（参考）地震対策 

　下水道施設は、災害時においても、最低限の機能を確保する必要があり、ポン
プ場・水処理センターやそれらを連結する重要な幹線管渠等の耐震化を推進して
いる。
　また、被災した場合でも、下水道機能の確保、早期復旧を可能とするため、
下水道BCP（業務継続計画）を充実・強化している。

●管渠
　管渠については、緊急輸送路下などの重要な幹線管渠等（※）を中心に耐震診
断や耐震補強（管更生）を実施する。また、管渠の重要度や老朽度を踏まえ優先
順位を決定し、計画的に進める。

（施工前） （施工後）

（施工写真）

内部の様子

▲耐震補強したポンプ場
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（令和２年４月１日現在）

※二級河川（都市基盤河川）とは、市域内二級河川（県管理）４２河川のうち、

市で改修を行うために指定した河川である。

（令和２年４月１日現在）

※公共下水道は、99.7％で概成である。残る0.3％は、農業漁業集落排水事業等である。

（参考）道路現況、河川整備状況、下水道普及状況

道路

路線数 道路延長（ｍ）
区分 橋梁数

○道路現況（市管理分）

令和３年度末（予定）

25

県道 49 255,664 214

1,790

合計 22,500 3,870,082 2,029

○下水道普及状況

54,230

準用河川

普通河川

国道 3

市道 22,448

49,670

64,850

区　　分 箇所数 全体延長（ｍ）

30,764

3,583,654

○河川整備状況

合計

二級河川
（都市基盤河川）

64

25

20

109

処理面積

処理人口

人口普及率

17,064ha 

1,592,110人 

99.7%

168,750

改修率（％）

49,920

39,001

41,472

130,395

延長（ｍ）

92.1%

78.5%

64.0%

77.3%
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１．道路整備事業

※道路新設改良費、交通安全施設等整備事業費、街路新設改良費の合計

※四捨五入の関係で、各計数の和が一致しない場合がある

（参考）道路下水道局における整備予算の推移

71 
74 76

84
82

0

20

40

60

80

100

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（
億
円
）

うち区役所事業当初予算の推移

74 67 74 79 70

60 63 
63

67
58

48 63 45
55

43

0

50

100

150

200

250

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（
億
円
）

当初予算の推移

201

182
193

182
170

道路

交安

街路
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２．河川整備事業

３．下水道整備事業

235 
250 

234 

263 
274 

0

50

100

150

200

250

300

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（
億
円
）

下水道整備費 当初予算の推移

12 
14 

15 15 

12 

0

10

20

30

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（
億
円
）

河川水路改良費 当初予算の推移
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